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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

隊
員
諸
官
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、
平

素
か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
青
砥
協
力
会
長
は
じ
め
協
力
諸

団
体
の
皆
様
、
駐
屯
地
近
隣
の
住
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
五
年

の
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
の
我
が
駐
屯
地
の
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
波
は

あ
る
も
の
の
感
染
者
数
の
減
少
や
、
重

症
化
の
低
下
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和
も

あ
り
、
一
昨
年
よ
り
は
充
実
し
た
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
人
行
事
は
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
新

隊
員
入
隊
式
、
修
了
式
は
来
賓
及
び

ご
家
族
を
お
迎
え
し
、
ま
た
、
三
十
一

年
振
り
に
実
施
し
た
部
隊
集
合
教
育
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
帰
還
式
も
来
賓
及
び
ご
家

族
を
お
招
き
し
て
盛
大
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
サ
マ
ー
フ
ェス
タ
は

部
内
の
感
染
拡
大
に
よ
り
一
般
開
放
ま

で
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
桜
の
開
花

に
伴
う
春
の
一
般
開
放
、
駐
屯
地
記

念
式
典
等
の
各
種
行
事
は
、
盛
大
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域

と
共
に
あ
る
駐
屯
地
と
し
て
駐
屯
地
近

隣
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
持
て
た
こ
と

は
、
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年

は
、
更
に
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
諦

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
地
域
の
皆
様
と

の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
昨
年
二
月

二
十
四
日
以
来
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
理
不
尽
な
侵
略
は
現
段
階
も

継
続
さ
れ
て
お
り
、
西
側
供
与
の
情
報

や
兵
器
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
善
戦

は
あ
る
も
の
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
は
極

寒
の
中
で
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
中
国
は
台
湾
の
統
一

に
関
し
て
は
武
力
の
行
使
も
辞
さ
ず
と

の
姿
勢
を
改
め
て
表
明
し
、
北
朝
鮮
は

今
年
に
入
っ
て
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
三
十

数
回
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
十
二
月
に
政
府
に
よ

り
国
家
安
全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛

戦
略
及
び
防
衛
力
整
備
計
画
の
戦
略

三
文
書
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
根
拠
に
、
報
道
で
も
ご
案
内
の
通

り
、
今
後
我
が
国
の
防
衛
力
は
抜
本

的
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
駐
屯

地
の
老
朽
化
し
た
各
施
設
も
充
実
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
我
々
と
し
て

は
、
有
形
の
戦
闘
力
の
充
実
に
合
わ
せ

て
、
部
隊
の
団
結
、
規
律
、
指
揮
及
び

訓
練
練
度
等
無
形
の
戦
闘
力
の
充
実

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
中
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中

に
お
い
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い「
い
ざ
」

と
い
う
事
態
が
生
起
し
た
場
合
に
備
え

て
、平
素
の
任
務
で
あ
る「
訓
練・演
習
」

を
始
め
と
し
た
部
隊
の
諸
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
訓
練
面
で
は
、

第
一
次
旅
団
訓
練
検
閲（
受
閲
部
隊
）、

第
二
次
旅
団
訓
練
検
閲（
旅
団
先
遣
部

隊
）、
第
三
次
旅
団
訓
練
検
閲
（
対
抗

部
隊
）、
令
和
四
年
度
旅
団
演
習
等
に

参
加
す
る
と
と
も
に
連
隊
が
計
画
す
る

各
種
演
習
を
実
施
し
て
、
各
中
隊
長

を
始
め
と
し
た
各
指
揮
官
及
び
隊
員

各
位
の
努
力
に
よ
り
実
り
の
多
い
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
、
小
隊
以
下
の
戦
技
能
力
の
向

上
に
重
視
し
て
取
り
組
み
、
そ
れ
は
各

旅
団
訓
練
検
閲
の
場
に
お
い
て
四
六
連

隊
、
一
七
連
隊
撃
破
と
い
う
形
で
大
き

な
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

連
隊
独
自
で
実
施
し
た
レ
ン
ジ
ャ
ー
教

育
で
は
主
任
教
官
以
下
の
努
力
と
学
生

の
不
屈
の
敢
闘
精
神
に
よ
り
十
五
名
の

新
た
な
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
運
用
面
で
は
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
伴
う
災
害
派
遣
要
請

を
受
け
て
現
地
で
活
動
し
早
期
収
束
に

寄
与
し
ま
し
た
。
駐
屯
地
及
び
連
隊

と
し
て
は
、
いつ
如
何
な
る
任
務
を
い
た

だ
い
て
も
出
動
で
き
る
体
制
・
態
勢
を

整
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
駐
屯
地
及
び
連
隊
と
し

ま
し
て
は
、
昨
年
と
同
様
に
日
本
を
取

り
巻
く
戦
略
環
境
を
正
し
く
理
解
し

て
、
平
素
の
任
務
で
あ
る
「
訓
練
・
演

習
」
を
主
軸
に
更
に
力
を
蓄
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
十
月
上
旬
に
連
隊

訓
練
検
閲
を
受
閲
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
連
隊
長
以
下
一
丸
と
な
っ
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
敵
の
早
期
撃
破
に
よ

る
任
務
の
完
遂
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
レ
ン
ジ
ャ
ー
教

育
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
機
を
見

て
激
励
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
七
月

の
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
帰
還
式
の
際
は
盛

大
に
出
迎
え
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
運
用
面
に
お
い
て
は
、
昨
今
の

情
勢
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
い
つ
如
何
な

る
任
務
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
も
迅
速
か

つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
・
態
勢
を

整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

駐
屯
地
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
を
期
待
し
つ
つ
、
春

の
一
般
開
放
、
サ
マ
ー
フ
ェス
タ
、
駐
屯

地
記
念
行
事
は
従
来
通
り
の
コ
ロ
ナ
以

前
の
要
領
で
皆
様
を
お
迎
え
し
て
盛
大

に
実
施
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
も
隊
員
諸
官
の
益
々
の
活
躍
と

飛
躍
及
び
隊
員
ご
家
族
、
協
力
諸
団

体
、
駐
屯
地
近
隣
住
民
の
皆
様
の
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

　

隊
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

米
子
駐
屯
地
は
、
本
年
三
月
に
着

任
二
年
を
迎
え
ら
れ
る
堀
田
司
令
を
は

じ
め
、
歴
代
駐
屯
地
司
令
の
も
と
、
厳

し
い
訓
練
を
通
じ
て
精
強
な
部
隊
を
築

き
上
げ
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
、
国
民
の

生
命
と
安
全
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
任

務
を
遂
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
旧
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
図

り
な
が
ら
、
九
月
に
米
子
駐
屯
地
創

設
七
十
二
周
年
記
念
行
事
が
二
年
振
り

に
開
催
さ
れ
、
一般
開
放
も
行
っ
た
と
こ

ろ
、
約
三
，七
〇
〇
名
の
来
場
者
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
部
隊
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

十
二
月
に
鳥
取
市
の
養
鶏
場
で
確
認
さ

れ
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
防
疫
作
業
に
お
い
て
、
県
知
事

か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
を
受
理
、
二
日

間
で
約
二
〇
〇
人
を
動
員
さ
れ
、
迅
速

な
対
応
に
よ
り
殺
処
分
の
業
務
を
完
遂

さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
に
求
め
ら
れ
る
任
務
や
役
割

は
多
様
な
も
の
と
な
り
、
自
国
の
防
衛

の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
な
平
和
協
力

活
動
や
大
規
模
災
害
へ
の
派
遣
等
、
任

務
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
、
精
進
さ
れ

ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

我
が
国
周
辺
の
国
際
的
な
緊
張
が

高
ま
る
中
、
自
衛
隊
の
存
在
が
我
々
の

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
上
で
益
々
欠

か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
私

ど
も
協
力
会
も
地
域
の
皆
様
に
自
衛

隊
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
と
更
な
る
支

援
を
一
層
賜
る
た
め
に
、
引
き
続
き
努

力
を
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
米
子
駐
屯
部
隊
の

皆
様
の
更
な
る
ご
精
進
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

年
頭
の
挨
拶

年
頭
の
挨
拶

第
八
普
通
科
連
隊
長
兼
ね
て
米
子
駐
屯
地
司
令

一
等
陸
佐
　
堀
田
　
朗
伸

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

米
子
駐
屯
部
隊
協
力
会

会
長
　
青
砥
　
隆
志

米子駐屯地三心の庭米子駐屯地三心の庭

謹 賀 新 年謹 賀 新 年
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第
八
普
通
科
連
隊
（
一
等
陸

佐　

堀
田　

朗
伸
）
は
十
二
月
二
十

日
、
防
衛
省　

陸
上
幕
僚
監
部
（
東

京
都
新
宿
区
）
に
お
い
て
連
隊
車
両

無
事
故
表
彰
を
陸
上
幕
僚
長　

陸

将　

吉
田　

圭
秀　

か
ら
受
賞
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
陸
上
自
衛
隊
の
車
両

を
運
行
す
る
上
で
、
長
期
に
わ
た
り

無
事
故
走
行
を
達
成
し
た
部
隊
を
表

彰
す
る
も
の
で
あ
り
、
連
隊
は
平
成

三
十
年
四
月
か
ら
無
事
故
走
行
を
続

け
、
無
事
故
走
行
距
離　

四
百
万

キ
ロ
を
達
成
し
こ
の
度
表
彰
さ
れ
た
。 　

連
隊
は
日
頃
か
ら
特
に
官
用
車
に

お
け
る
安
全
運
行
を
徹
底
し
、
車
両

運
行
時
に
は
安
全
に
関
す
る
教
育
や

経
路
の
確
認
、
季
節
等
に
お
け
る
特

性
な
ど
を
教
育
し
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な

ら
ず
車
長
・
助
手
に
も
徹
底
を
し
て

未
然
の
事
故
防
止
に
日
々
努
め
て
い
る
。

　

連
隊
は
今
後
も
車
両
の
み
な
ら

ず
与
え
ら
れ
た
装
備
品
の
機
能
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
安
全
運
行
や
物
品
愛
護
に
努

め
連
隊
の
任
務
に
邁
進
し
て
い
く
。

　

駐
屯
地
第
三
一二
基
地
通
信
中
隊
は

十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の

間
、
米
子
派
遣
隊
長
金
谷
一
尉
を
核
心

と
し
て
中
部
方
面
総
監
部
が
行
っ
た
方

面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲
に
参
加
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
中
部
方
面
隊
に
所
在
す

る
シ
ス
テ
ム
通
信
群
、
群
隷
下
の
各
駐

屯
地
に
所
在
す
る
基
地
通
信
中
隊
が
そ

れ
ぞ
れ
の
部
隊
や
演
習
場
を
拠
点
と
し

て
訓
練
を
行
い
指
揮
幕
僚
活
動
の
中
で

シ
ス
テ
ム
通
信
障
害
や
サ
ー
バ
ー
攻
撃
対

処
、
ま
た
現
地
に
お
け
る
不
側
事
態
対

処
と
し
て
駐
屯
地
内
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

復
旧
な
ど
を
訓
練
し
た
。

　

ま
た
駐
屯
地
に
は
中
部
方
面
総
監
部

防
衛
副
長　

陸
将
補　

貴
島　

康
二
が

視
察
に
訪
れ
訓
練
の
概
要
を
確
認
さ
れ

た
。

　

駐
屯
地
基
地
通
信
中
隊
は
今
後
も

更
に
訓
練
を
重
ね
更
な
る
高
み
を
目
指

し
て
い
く
。

連
隊
車
両
無
事
故
表
彰

防衛副長視察防衛副長視察 表彰式表彰式

訓練の様子訓練の様子 記念撮影記念撮影

基
地
通
信
中
隊
訓
練
検
閲

　

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
、
鳥
取
県

鳥
取
市
に
所
在
す
る
養
鶏
場
に
お
い
て

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
発
生
し
、

翌
日
十
二
月
一日
検
査
の
結
果
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　

第
八
普
通
科
連
隊
長
（
一
等
陸
佐　

堀
田　

朗
伸
）

は
、
十
二
月
一
日

五
時
に
鳥
取
県

知
事
か
ら
殺
処

分
等
の
支
援
に

係
る
災
害
派
遣

要
請
を
受
理
し

速
や
か
に
第
三

科
長
以
下
連
隊

本
部
を
鳥
取
県

庁
へ
派
遣
、
速
や

か
に
情
報
を
収

集
さ
せ
る
と
と

も
に
自
ら
県
庁
へ

前
進
し
本
派
遣

の
指
揮
を
開
始

し
た
。

　

第
八
普
通
科

連
隊
は
約
十
一万

羽
の
う
ち
最
も

緊
急
性
の
高
い
二
個
鶏
舎
の
合
計
四
万

羽
殺
処
分
の
要
請
を
受
け
、
主
力
到

着
後
速
や
か
に
現
地
へ
前
進
し
活
動
を

開
始
し
た
。

　

翌
日
七
時
四
十
八
分
頃
、
第
八
普

通
科
連
隊
が
要
請
を
受
け
た
約
四
万

羽
の
殺
処
分
が
完
了
し
、
じ
後
は
自

治
体
の
み
で
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
第
八
普
通
科
連
隊
長
は
鳥
取
県

知
事
か
ら
災
害
派
遣
撤
収
要
請
を
受

け
、
活
動
を
終
了
し
た
。
活
動
に
つ
い

て
は
約
二
百
三
十
名
の
隊
員
を
派
遣

し
、
二
十
四
時
間
態
勢
で
殺
処
分
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
活
動
を
終
了
し
た

第
八
普
通
科
連
隊
長
は
鳥
取
県
知
事

に
派
遣
終
了
の
報
告
を
行
い
、
知
事
か

ら
の
感
謝
の
言
葉
を
受
け
鳥
取
市
鳥
イ

ン
フ
ル
に
伴
う
災
害
派
遣
活
動
を
終
了

し
た
。

　

今
後
も
第
八
普
通
科
連
隊
は
地
域

か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
る
部
隊
を
目
指
す

べ
く
精
進
し
て
い
く
。

活動状況活動状況 活動状況活動状況

鳥取県知事に終了報告をする連隊長鳥取県知事に終了報告をする連隊長

災 害 派 遣災 害 派 遣
鳥
取
市
鳥
イ
ン
フ
ル
に

鳥
取
市
鳥
イ
ン
フ
ル
に

伴
う
派
災
害
遣

伴
う
派
災
害
遣
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米
子
駐
屯
地
業
務
隊
は
令
和
四
年

十
月
三
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
の

間
、
米
子
射
場
外
柵
整
備
を
行
っ
た
。

　

米
子
射
場
外
柵
（
北
側
）の
フ
ェン
ス

は
塩
害
に
よ
り
錆
び
て
お
り
、
破
損
す

る
可
能
性
が
高
く
、
射
撃
を
実
施
す

る
射
場
へ
の
侵
入
防
止
等
の
必
要
性
か

ら
取
り
替
え
作
業
を
行
い
、
こ
の
交
換

に
お
い
て
は
、
近
年
整
備
さ
れ
た
米
子

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
隣
接
し
て
お

り
、
ま
た
地
質
が
砂
で
あ
る
た
め
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
へ
の
影
響
を
出
さ
な
い

様
に
し
つ
つ
、
交
換
は
非
常
に
注
意
を

要
す
る
作
業
で
あ
っ
た
が
、
旧
外
柵
の

土
台
を
壁
と
し
て
活
用
す
る
様
に
工
夫

し
て
崩
落
を
防
ぎ
つ
つ
作
業
し
安
全
か

つ
効
率
的
に
作
業
を
行
っ
た
。

　

駐
屯
地
業
務
隊
は
日
光
演
習
場
や

米
子
訓
練
場
も
含
め
て
引
き
続
き
、

環
境
整
備
を
行
い
、
駐
屯
地
隊
員
が

快
適
に
活
用
で
き
、
か
つ
周
辺
住
民
か

ら
安
心
し
て
も
ら
え
る
施
設
の
維
持
を

行
って
い
く
。

　

米
子
駐
屯
地
は
十
二
月
二
十
三
日
駐

屯
地
年
末
行
事
を
行
っ
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
二
年
連
続
の
開

催
と
な
っ
た
年
末
行
事
は
今
年
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
万
全
に
し
て　

多
数
の
来
賓
方
々
の
御
出
席
を
賜
る
と

と
も
に
、
隊
員
家
族
に
も
ご
参
加
頂
き

行
わ
れ
た
。

　

今
年
も
駐
屯
地
司
令
の
挨
拶
に
よ

り
行
事
が
始
ま
り
、
ご
来
賓
の
方
々
や

各
中
隊
に
よ
る
餅
つ
き
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
余

興
や
駐
屯
地
の
一
年
を
振
り
返
っ

た
動
画
放
映
、
駐
屯
位
曹
友
会
に

よ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ

会
場
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　

駐
屯
地
は
今
年
一
年
で
駐
屯
地
記

念
日
行
事
を
始
め
各
種
行
事
に
取
り

組
み
、「
地
域
と
共
に
あ
る
駐
屯
地
」
を

目
指
し
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
く
。

　

令
和
四
年
十
二
月
九
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
間
、
第
八
普
通
科
連
隊
（
一
等

陸
佐　

堀
田　

朗
伸
）は
、
第
十
七
普

通
科
連
（
山
口
）の
対
抗
部
隊
と
し
て

旅
団
訓
練
検
閲
に
参
加
し
た
。

　

連
隊
は
九
日
か
ら
、
情
報
収
集
部

隊
を
潜
入
さ
せ
、
敵
情
の
解
明
及
び
警

戒
部
隊
の
減
殺
を
図
り
つつ
、
ド
ロ
ー
ン

等
を
活
用
し
目
標
情
報
を
速
や
か
に

捕
捉
し
、
高
価
値
目
標
へ
精
密
な
火
力

発
揮
を
行
う
と
と
も
に
、
敵
部
隊
の
配

置
を
予
測
し
て
計
画
か
ら
部
隊
運
用

を
修
正
し
た
。

　

こ
の
間
、
連
隊
主
力
に
つ
い
て
は
下

達
さ
れ
た
命
令
を
全
隊
員
へ
周
知
徹
底

し
、
戦
闘
指
導
及
び
戦
闘
予
行
を
小

隊
、
分
隊
規
模
で
繰
り
返
し
行
い
認
識

を
統
一
し
攻
撃
準
備
を
万
全
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
十
三
日
午
後
に
戦
機
を
捉

え
た
連
隊
長
の
命
令
に
よ
り
、
第
三
中

隊
を
前
衛
中
隊
と
し
て
、
情
報
と
火

力
を
密
接
に
連
携
さ
せ
、
警
戒
部
隊

の
駆
逐
を
行
い
つつ
前
進
し
引
き
続
き
、

第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
を
主
力
と
し
て

一
気
呵
成
に
敵
阻
止
部
隊
を
撃
破
し

連
隊
攻
撃
目
標
を
奪
取
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
は

二
コ
中
隊
を
も
っ
て
戦
車
と
協
同
し
た

普
戦
協
同
に
よ
り
、
夜
間
攻
撃
を
行
い

つ
つ
敵
連
隊
指
揮
所
や
段
列
地
域
へ
の

襲
撃
を
行
っ
た
。

　

連
隊
は
、
本
訓
練
で
得
た
教
訓
事

項
を
糧
に
、
更
に
精
強
な
部
隊
を
目

指
し
練
度
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。夜間襲撃夜間襲撃

攻撃前進攻撃前進

敵陣地への攻撃敵陣地への攻撃

警戒する隊員警戒する隊員

整備後整備後 整備前整備前

餅つきを行う駐屯地司令餅つきを行う駐屯地司令

駐屯地司令挨拶駐屯地司令挨拶

行事の様子行事の様子

駐
屯
地
業
務
隊
米
子
射
場
外
柵
整
備

駐
屯
地
年
末
行
事

旅

団

訓

練

検

閲

旅

団

訓

練

検

閲



記

編

集

後

記

編
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後

少
し
気
が
早
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
春
の
風
物
詩
と
言
え
ば
桜
で

す
が
、
皆
さ
ん
は
桜
の
開
花
す
る

四
〇
〇
℃
の
法
則
と
六
〇
〇
℃
の
法

則
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

そ
も

そ
も
桜
の
開
花
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

開
花
前
年
の
夏
に
は
出
来
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
れ
が
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
、
成
長
し
な
い
よ
う
に
休
眠
状
態

に
入
っ
て
年
を
越
し
ま
す
。
そ
し
て

充
分
に
低
温
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で

休
眠
か
ら
覚
め
、
こ
れ
を
休
眠
打
破

と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
本
来
の
開
花
予

想
は
、
こ
の
休
眠
打
破
の
日
を
起
算

日
と
し
、
温
度
変
換
日
数
を
積
算

し
地
点
ご
と
に
定
め
た
日
数
に
達
し

た
日
を
開
花
日
と
予
想
す
る
そ
う
で

す
。現

代
で
は
二
月
一
日
を
休
眠
打
破

の
起
算
日
と
設
定
し
計
算
す
る
そ
う

で
す
。
そ
の
計
算
方
法
は
非
常
に
シ

ン
プ
ル
で
あ
り
四
〇
〇
℃
の
法
則
は
二

月
一
日
か
ら
の
平
均
気
温
を
毎
日
足

し
て
い
き
そ
の
数
値
が
四
〇
〇
℃
に

な
っ
た
と
き
が
開
花
日
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
六
〇
〇
℃
の
法
則
は
同
じ
く
二

月
一
日
か
ら
の
最
高
気
温
を
毎
日

足
し
て
い
き
そ
の
数
値
が
六
〇
〇
℃

に
達
し
た
と
き
が
桜
の
開
花
予
想

日
と
な
る
そ
う
で
す
。
二
つ
の
デ
ー

タ
を
比
較
す
る
と
六
〇
〇
℃
の
法
則

は
約
二
〇
年
の
統
計
に
よ
り
ピ
ッ
タ

リ
六
〇
〇
℃
で
開
花
し
た
日
は
四
回

で
あ
り
年
に
よ
っ
て
は
五
五
〇
℃
や

六
二
〇
℃
で
開
花
し
た
り
と
誤
差
が

あ
る
そ
う
で
す
。
四
〇
〇
℃
の
法
則

は
ピ
ッ
タ
リ
開
花
す
る
デ
ー
タ
は
な
い

も
の
の
、
過
去
二
〇
年
間
で
最
大
誤

差
三
日
以
内
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る

そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
も
二
月
一
日
か
ら
桜
の
開

花
日
予
想
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

栄
　
　
光

国
宝
松
江
城
マ
ラ
ソ
ン（
完
走
）

　

連
隊
本
部　

一
佐　

堀
田　

朗
伸

　

連
隊
本
部　

曹
長　

高
田　

広
幸

　

本
管
中
隊　

三
曹　

松
本　

真
志

　

本
管
中
隊　

三
曹　

飯
塚　

康
太

　

第
二
中
隊　

一
曹　

川
端　

大
介

　

第
三
中
隊　

三
曹　

福
間　

悠
太

　

業
務
隊　
　

一
曹　

赤
瀬　

明
美

表
　
　
彰

部
隊
集
合
教
育「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

旅
団
長
表
彰

第
四
級
賞
詞

　

本
管
中
隊　

二
曹　

原　
　

晃

第
五
級
賞
詞

　

本
管
中
隊　

二
尉　

大
西　

章
博

連
隊
長
表
彰

第
四
級
賞
詞

　

第
三
中
隊　

二
曹　

高
見　

修
平

第
五
級
賞
詞

　

本
管
中
隊　

三
曹　

八
尾　

成
也

　

第
一
中
隊　

二
曹　

谷
川　

嘉
彦

連
隊
訓
練
検
閲

第
五
級
賞
詞

　

本
管
中
隊　

三
曹　

久
吉 

大
悟
朗

初
級
陸
曹
部
隊
弾
薬
課
程

教
育
部
長
賞

　

第
三
中
隊　

二
曹　

松
田　

龍
輔

初
級
陸
曹
特
技
課
程

中
部
方
面
総
監
表
彰

　

第
二
中
隊　

士
長　

井
上　

顕
悠

普
通
科
教
育
中
隊
長
賞

　

本
管
中
隊　

士
長　

浅
野　

遼

定
年
退
官

永
年
の
勤
務
ご
苦
労
様
で
し
た
。

第
二
中
隊

　　
　

二
等
陸
尉　

中
山　

一
久

十
二
月
十
四
日
付

業
務
隊　

一
等
陸
曹　

岸
本　

弘
文

一
月
二
日
付

今
年
度
に
お
け
る
広
報
紙
「
よ
な
ご
」

の
切
手
代
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
横
井　

毅
様
、深
川　

辰

雄
様
、桑
村　

優
芳
様
、長
田　

仁
様
、松

本　

守
也
様
の
各
位

　

鳥
取
県
隊
友
会
及
び
鳥
取
県
家
族

会
、
そ
し
て
偕
行
社
鳥
取
県
会
長
は

第
八
普
通
科
連
隊
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
係
る
災
害
派
遣
の
激
励
及
び

慰
労
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
十
二
月
一
日
に
は
山
本

隊
友
会
会
長
が
現
地（
待
機
場
所

の
旧
湖
南
中
学
校
体
育
館
）を
訪

問
し
、待
機
中
の
中
隊
長
・
幕
僚

等
を
激
励
し
た
。
ま
た
鳥
取
県

偕
行
社
会
長
の
内
田
氏
（
鳥
取
県

隊
友
会
顧
問
）は
駐
屯
地
を
訪
問

し
、副
連
隊
長
へ
激
励
品
を
贈
呈

し
た
。

　

十
二
月
五
日
に
は
隊
友
会
か

ら
は
山
本
会
長
及
び
西
田
事
務

局
長
、
家
族
会
か
ら
は
前
田
会

長
及
び
田
中
事
務
局
長
が
第
八

普
通
科
連
隊
への
慰
労
訪
問
を
行

い
、
堀
田
朗
伸
連
隊
長
と
懇
談

し
派
遣
中
の
苦
労
話
や
隊
員
の
活

躍
ぶ
り
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
労

に
対
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
。

（
文
責
：
鳥
取
県
隊
友
会
事
務
局
長　

西
田
勝
造
）

　

第
八
普
通
科
連
隊
は
毎
年
一
月
上

旬
か
ら
二
月
下
旬
頃
ま
で
積
雪
地
部

隊
と
し
て
ス
キ
ー
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

第
八
普
通
科
連
隊
は
第
十
三
旅
団
（
中

国
地
方
管
内
）で
唯
一
の
積
雪
地
部
隊

で
あ
り
冬
季
装
備
を
保
有
す
る
部
隊

で
あ
る
。

　

ま
た
積
雪
地
部
隊
と
し
て
は
最
も

西
側
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
重
要

性
は
極
め
て
高
い
。

　

積
雪
地
部
隊
と
し
て
各
中
隊
は
ス

キ
ー
指
導
官
を
中
心
と
し
訓
練
を
行
い

ス
キ
ー
機
動
や
ス
キ
ー
を
履
い
た
状
態
で

の
戦
闘
行
動
、
野
外
に
お
け
る
宿
営
と

いっ
た
様
々
な
訓
練
を
行
って
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
ス
キ
ー
指
導
者
を
育
成

す
る
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
を
養
成
す
る

と
と
も
に
、
新
補
職
者
訓
練
を
行
い
他

の
部
隊
か
ら
転
入
し
て
き
た
ス
キ
ー
未

経
験
者
の
隊
員
や
今
年
度
四
月
に
入
隊

し
た
隊
員
を
対
象
に
し
て
ス
キ
ー
技
術

の
基
礎
を
教
育
し
て
い
る
。

　

連
隊
は
積
雪
地
部
隊
と
し
て
い
か
な

る
任
務
に
も
対
応
す
べ
く
こ
れ
か
ら
も

練
度
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

第
八
普
通
科
連
隊
は
二
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
八
日
に
原
村
演
習
場
（
広
島

県
）で
行
わ
れ
る
、
旅
団
武
装
走
競
技

会
へ
向
け
練
成
を
行
って
い
る
。

　

日
頃
の
訓
練
や
演
習
、
課
業
外
を

活
用
し
て
体
力
練
成
を
行
い
、
各
中
隊

計
画
に
よ
る
五
キ
ロ
の
記
録
会
や
、
競

技
会
を
想
定
し
た
小
銃
・
防
護
マ
ス
ク

等
を
携
行
し
た
状
態
で
走
る
武
装
走

を
行
い
練
成
を
重
ね
て
き
た
。

　

真
夏
の
暑
い
日
に
よ
る
記
録
会
や

十
二
月
二
十
日
に
は
積
雪
が
あ
る
中
で

の
連
隊
武
装
走
記
録
会
行
い
、
二
年
ぶ

り
と
な
る
旅
団
武
装
走
競
技
会
へ
向
け

準
備
を
重
ね
て
き
た
。

　

連
隊
は
打
倒
四
十
六
連
隊
（
海
田

市
）を
目
標
に
旅
団
最
速
連
隊
を
目
指

し
さ
ら
に
練
成
を
重
ね
、
常
に
行
動
で

き
る
足
腰
の
強
い
連
隊
を
目
指
す
べ
く

こ
れ
か
ら
も
練
成
を
重
ね
て
い
く
。

災
害
派
遣
を
慰
労
・
激
励

災
害
派
遣
を
慰
労
・
激
励

積
雪
地
部
隊
と
し
て
の

積
雪
地
部
隊
と
し
て
の

訓
練
始
ま
る

訓
練
始
ま
る

旅
団
武
装
走
競
技
会
へ
向
け
て

旅
団
武
装
走
競
技
会
へ
向
け
て

隊友会・家族会慰労の様子隊友会・家族会慰労の様子

スキー行進（新補職者訓練）スキー行進（新補職者訓練）

部隊スキー指導官養成訓練部隊スキー指導官養成訓練

日光演習場で練成する第二中隊（７月）日光演習場で練成する第二中隊（７月）

アンダーパスを登る隊員アンダーパスを登る隊員

連隊記録会（12月）連隊記録会（12月）

偕行社会長の内田様偕行社会長の内田様

表彰を受ける久吉三曹表彰を受ける久吉三曹


